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１．弊社紹介

◼商号 イールック・ソリューションズ株式会社

◼設立 2007年1月

◼資本金 2,500万円

◼代表者 代表取締役 大橋 晃治

◼従業員数 14人（2018年8月末現在）

◼所在地 [本店] 名古屋市守山区喜多山1-1-2

Tel:052-797-9700 Fax:052-797-9701

[拠点] 一宮、京都
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◼事業内容
 コンサルティングサービス

 受託システム開発

 ソフトウェア製品の販売/サポート

１．弊社紹介
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２．お客様紹介

◼商号 K社様

◼設立 1947年

◼資本金 300億円

◼従業員数 4,000人超

◼拠点 神戸、東京、大阪、名古屋、他20拠点

◼事業内容 国内・国際物流事業

◼特色 港湾総合運送で国内トップクラス
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３．プロジェクト背景

◼旧システム概要（１）
 ハードウェア：NEC製 オフコン EX5800

（平成30年2月にNEC社のサポートが終了）

 ＯＳ ：A-VX 

 システム名 ：梱包管理システム

 開発時期 ：1988年（30年前）に構築

 開発言語 ：NEC COBOL
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□すでに多くの基幹システムがIBM i で稼働中。



３．プロジェクト背景

受 注 製函指示 完了報告 支払

注文明細 ドキュメント作成システム

製函指示書

コンテンツリスト

パッキングリスト

旧梱包管理システム

請求

支払伝票 請求書
出荷案内

注文明細



３．プロジェクト背景
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◼旧システム概要（２）
システム規模

✓ オンライン（業務系） １０３本

✓ オンライン（照会系） ４本

✓ 印刷（紙） １４４本

✓ データ作成 ５本 計25６本



３．プロジェクト背景

◼旧システムが抱える問題
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 ハードウェアサポートが平成30年2月に終了

 属人化が加速し、今では…

システムをメンテできる技術者が内外で不在

操作者に依存するスペシャルな機能が多数存在

 システム監査指摘事項の対応が急務



３．プロジェクト背景
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新システム
の構築が
急務

やばい…



３．プロジェクト背景
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新システム
の構築が
急務

やばい…



３．プロジェクト背景

◼ユーザー様からの要件
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 データ抽出・取込みを容易にしたい

 外部のサブシステムを基幹に統合したい

 個人に集中している作業を分散化したい

 他部署間とのデータ連携をスムーズに行いたい

 旧システムの一部機能（函計算機能）は踏襲したい



４．提案・開発方針

◼わたしたちの提案
 ハードウェア：IBM i

 開発言語：RPG、CL

 近代化ツール：aXes

 印刷系ツール：Dataエージェント（CSV to EXCEL）
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４．提案・開発方針

◼ 5250エミュレーターからの脱却
 web化によるゼロインストールを実現
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web化

5250エミュレータ
webブラウザ



４．提案・開発方針

◼ユーザーインターフェースの改善
 見た目・操作性の向上

 検索機能や照会機能の充実

 紙の削減

 外部データ(CSV)の取込

 画面情報に合った画像の表示
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５．aXesの紹介（機能概要）

◼機能概要
 別途サーバーを準備する必要がない

 5250からwebページへの自動変換

 配布不要（クライアントへのインストールが不要）

 ソースコードやDDSの変更が不要

 aXesエクステンションによるwebページの質の向上
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５．aXesの紹介（エクステンション）
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◼プッシュボタン

◼ラジオボタン

◼チェックボックス

◼ドロップダウン

◼日付ダイアログ

◼イメージ

◼ HTML

◼ハイパーリンク

◼その他いろいろ



５．aXesの紹介（エクステンション）

◼プッシュボタン（ファンションキー）
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５．aXesの紹介（エクステンション）

◼ラジオボタン
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５．aXesの紹介（エクステンション）

◼ドロップダウン
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５．aXesの紹介（エクステンション）

◼日付ダイアログ
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５．aXesの紹介（エクステンション）

◼ CSSバックグラウンド イメージ（１）
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７．プロジェクト成果（１）

受 注 製函指示 完了報告 支払

製函指示書

新梱包管理システム

請求

支払伝票 請求書出荷案内

コンテンツリスト

パッキングリスト

注文明細



７．プロジェクト成果（２）

◼平成30年3月にリリース

◼個人に集中していた作業の分散化

◼操作の簡略化、人にやさしいシステム

◼定型作業を自動化

◼監査指摘事項についての対応

◼重要な「函計算」機能の移植
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７．プロジェクト成果（３）

◼新システム開発規模
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旧システム ＰＪ終了時点

業務系 １０３ ３２

照会系 ４ ３１

データ作成 ５ ５５

帳票系 １４４ ６

合 計 ２５６ １２４
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８．弊社開発実績（モダナイゼーションＰＪ）

※工数目安：

2.5h/パネル
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年度 お客様 パネル数

２０１３年 Ｙ社様 ４８０パネル

２０１６年 Ｔ社様 １００パネル

２０１６年 Ｃ社様 ２５０パネル

２０１８年 Ｒ社様 １５５０パネル

２０１７年 Ｔ社様（２） １５０パネル

２０１８年 Ｋ社様 １５０パネル

２０１８年 Ｙ社様（２） １００パネル

総パネル数

２７８０パネル



９．総括
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皆さんにお伝えしておきたいこと…



９．総括
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わたしから皆さんにお伝えしておきたいことがあります・・・。

私たちイールック・ソリューションズ㈱は、これまで多くのIBM i モダナイゼーション・プロジェク
トに携わってきました。具体的には、先ほどご紹介したとおり、5250アプリケーションの近代化や、ス
プールデータの電子化です。幸いすべてのプロジェクトは成功裏に終え、お客さまからも、高い評価を
いただいております。

IBM i ユーザー様の中にはすでに、「オープン系に移行か？既存資産を生かすのか？」を検討されて
いるユーザー様も少なくなく、残念ながらIBM i にとっては厳しい情勢が続いていると言わざるを得ま
せん。しかしながら、皆さんが過去ご経験された、AS/400導入後の歴史を振り返ってみてください。

今、お持ちの基幹システムは長年にわたり改修を重ね、業務にとって最適化されたシステムになって
いるのではないですか？そのシステムにどの程度の欠陥がありますか？その欠陥は致命的な問題なので
すか？ただ単に、「黒画面は時代遅れ」と云った不満、だとか…、「AS/400はなくなると聞いたけど、
このまま使い続けても大丈夫なのか？」といった漠然とした不安を抱えているだけではないですか？

また、それが事実かのように伝えられ、それに飲み込まれてしまっているのではないでしょうか？そ
んな荒唐無稽な噂話しに振り回され、大切な資産を捨ててしまうのは、あまりにも勿体ないとは感じま
せんか？



９．総括
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少しだけ立ち止まって考えてみてください…

もし、今お持ちのシステムに少し手を加えるだけで、見違えるようなシステムに改修できたらどうで
しょう？出来ないと思っていた事が出来てしまったらどうでしょう？

今日は、私たちがこれまでのプロジェクトで採用した製品、また、それを利用する上で培ったテク
ニックや、ノウハウの紹介しました。最後に…

ここで私たちが紹介したIBM i モダナイゼーション事例によって、１社でも多くのユーザーさまが、
IBM i ユーザーであり続ける事を決断するための、一助になる事を切に願っております。



終幕
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